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【公開番号】特開2006-325209(P2006-325209A)
【公開日】平成18年11月30日(2006.11.30)
【年通号数】公開・登録公報2006-047
【出願番号】特願2006-133221(P2006-133221)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｎ   1/52     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/525    (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/60     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   1/405    (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   1/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｔ   5/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｎ   1/46    　　　Ｂ
   Ｂ４１Ｊ   3/00    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    　　　Ｄ
   Ｈ０４Ｎ   1/40    １０４　
   Ｇ０６Ｔ   1/00    ５１０　
   Ｇ０６Ｔ   5/00    ２００Ａ

【手続補正書】
【提出日】平成21年5月11日(2009.5.11)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくともシアン色成分値Ｃ１、マゼンタ色成分値Ｍ１及びイエロー色成分値Ｙ１を含
む色成分値を処理する方法であって、
　シアン色成分値Ｃ、マゼンタ色成分値Ｍ及びイエロー色成分値Ｙが何れも所定の最大値
ＶＭＡＸより大きくならないようにＣ１、Ｍ１及びＹ１をＣ、Ｍ及びＹに変換するステッ
プと、
　ブルー色成分出力値Ｂに０を、シアン色成分出力値ＣｏｕｔにＣを、マゼンタ色成分出
力値ＭｏｕｔにＭをそれぞれセットすることによりＢ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔを決定する
ステップと、
　その結果Ｃ＋Ｍ＞ＶＭＡＸになった場合はＢ＋Ｃｏｕｔ＋Ｍｏｕｔ＝ＶＭＡＸなる条件
を満たすようにＢ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔを再決定するステップと、
　Ｂ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔについては第１しきい値アレイＡ１を用いて、またＹについ
てはＡ１を１画素シフトさせたレプリカである第２しきい値アレイＡ１’を用いて、ハー
フトーン化するステップと、
　を有する方法。
【請求項２】
　請求項１記載の方法であって、Ｂ、Ｃｏｕｔ、Ｍｏｕｔ及びＹのハーフトーン化を、Ａ
１に属するしきい値ｔ及びＡ１’に属するしきい値ｔ’を用いて、
　Ｂ＞ｔならＣドット及びＭドットをオンし、
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　Ｂ＋Ｃｏｕｔ＞ｔ≧ＢならＣドットをオンし、
　Ｂ＋Ｃｏｕｔ＋Ｍｏｕｔ＞ｔ≧Ｂ＋ＣｏｕｔならＭドットをオンし、
　Ｙ＞ｔ’ならＹドットをオンする、
　という要領で実行する方法。
【請求項３】
　請求項１記載の方法であって、Ｂ、Ｃｏｕｔ、Ｍｏｕｔ及びＹのハーフトーン化を、Ａ
１に属するしきい値ｔ及びＡ１’に属するしきい値ｔ’を用いて、
　Ｂ＞ｔならＣドット及びＭドットをオンし、
　Ｂ＋Ｍｏｕｔ＞ｔ≧ＢならＭドットをオンし、
　Ｂ＋Ｍｏｕｔ＋Ｃｏｕｔ＞ｔ≧Ｂ＋ＭｏｕｔならＣドットをオンし、
　Ｙ＞ｔ’ならＹドットをオンする、
　という要領で実行する方法。
【請求項４】
　請求項１記載の方法であって、Ｃ１、Ｍ１及びＹ１からＣ、Ｍ及びＹへの変換を、
　ＣにＣ１を、ＭにＭ１を、ＹにＹ１を、それぞれセットし、
　Ｃ＞ＶＭＡＸならＣにＶＭＡＸを、Ｍ＞ＶＭＡＸならＭにＶＭＡＸを、Ｙ＞ＶＭＡＸな
らＹにＶＭＡＸを、それぞれセットする、
　という要領で実行する方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　ここに、本発明に係る方法は、（１）少なくともシアン色成分値Ｃ１、マゼンタ色成分
値Ｍ１及びイエロー色成分値Ｙ１を含む色成分値を処理する方法であって、（２）シアン
色成分値Ｃ、マゼンタ色成分値Ｍ及びイエロー色成分値Ｙが何れも所定の最大値ＶＭＡＸ
より大きくならないようにＣ１、Ｍ１及びＹ１をＣ、Ｍ及びＹに変換するステップと、（
３）ブルー色成分出力値Ｂに０を、シアン色成分出力値ＣｏｕｔにＣを、マゼンタ色成分
出力値ＭｏｕｔにＭをそれぞれセットすることによりＢ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔを決定す
るステップと、（４）その結果Ｃ＋Ｍ＞ＶＭＡＸになった場合はＢ＋Ｃｏｕｔ＋Ｍｏｕｔ
＝ＶＭＡＸなる条件を満たすようにＢ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔを再決定するステップと、
（５）Ｂ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔについては第１しきい値アレイＡ１を用いて、またＹに
ついてはＡ１を１画素シフトさせたレプリカ（複製）である第２しきい値アレイＡ１’を
用いて、ハーフトーン化するステップと、を有する。なお、ブラック色成分入力値Ｋ１を
利用できる場合は、Ｃ１、Ｍ１及びＹ１にＫ１を加算したものをＣ１、Ｍ１及びＹ１とし
て扱ってＣ、Ｍ及びＹに変換するとよい。本発明の一態様の方法では、Ｂ、Ｃｏｕｔ、Ｍ
ｏｕｔ及びＹのハーフトーン化を、Ａ１に属するしきい値ｔ及びＡ１’に属するしきい値
ｔ’を用いて、Ｂ＞ｔならＣドット及びＭドットをオンし、Ｂ＋Ｃｏｕｔ＞ｔ≧ＢならＣ
ドットをオンし、Ｂ＋Ｃｏｕｔ＋Ｍｏｕｔ＞ｔ≧Ｂ＋ＣｏｕｔならＭドットをオンし、Ｙ
＞ｔ’ならＹドットをオンする、という要領で実行する。本発明の他の一態様の方法では
、Ｂ、Ｃｏｕｔ、Ｍｏｕｔ及びＹのハーフトーン化を、Ａ１に属するしきい値ｔ及びＡ１
’に属するしきい値ｔ’を用いて、Ｂ＞ｔならＣドット及びＭドットをオンし、Ｂ＋Ｍｏ
ｕｔ＞ｔ≧ＢならＭドットをオンし、Ｂ＋Ｍｏｕｔ＋Ｃｏｕｔ＞ｔ≧Ｂ＋ＭｏｕｔならＣ
ドットをオンし、Ｙ＞ｔ’ならＹドットをオンする、という要領で実行する。本発明の他
の一態様の方法では、Ｃ１、Ｍ１及びＹ１からＣ、Ｍ及びＹへの変換を、ＣにＣ１を、Ｍ
にＭ１を、ＹにＹ１を、それぞれセットし、Ｃ＞ＶＭＡＸならＣにＶＭＡＸを、Ｍ＞ＶＭ
ＡＸならＭにＶＭＡＸを、Ｙ＞ＶＭＡＸならＹにＶＭＡＸを、それぞれセットする、とい
う要領で実行する。本発明の他の一態様では、Ｂ、Ｃｏｕｔ及びＭｏｕｔの再決定を、Ｂ
にＣ＋Ｍ－ＶＭＡＸをセットし、ＣｏｕｔにＶＭＡＸ－Ｍをセットし、ＭｏｕｔにＶＭＡ



(3) JP 2006-325209 A5 2009.6.25

Ｘ－Ｃをセットする、という要領で実行する。
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